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キャリア教育の現状と課題

報告者

宮嶋　恒二　（京都学園大学 就業力育成センター 主査）

鬼塚　哲郎　（京都産業大学 文化学部 教授）

木村　堅一　（名桜大学 国際学群 教授）

澤田　辰雄　（株式会社リアセック キャリア教育推進グループ）

コーディネーター

尾崎タイヨ　（京都学園大学 経済学部 教授）

キャリア教育については「就職対策」がついに義務化されたかとの嘆きも聞く。一方で、大学によっ

ては、教養教育の重要な柱の1つとして全学的に展開する例もある。さらに、より根本的に「学

ぶ意欲」そのものから鍛え直す動きもある。多様な位置づけ、経験を知り、大学教育にふさわ

しいキャリア教育のあり方を考える。

また、多くの大学では、組織的に取り組む場合の課題も抱える。科目の性格が従来の知識教育

の体系となじみにくいため、どの大学もカリキュラム構成に苦労しているはずである。この経験を

共有することは意義深い。

大学としてキャリア教育を体系的に組織化する上で、教職員組織上の取り組みにも影響がある。

教務と就職・キャリアの仕切りなどは大学の中でのキャリア教育の位置づけに関わる。誰がどの

ようにこの教育に関わるのか、具体例を多く知ることは大きな関心事である。
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＜第2分科会＞

キャリア教育の現状と課題

参　加　人　数　　　

報　　告　　者

第 1 報 告 者

第 2 報 告 者

第 3 報 告 者

第 4 報 告 者 　

コーディネーター

１．分科会のねらい
　キャリア教育については「就職対策」がついに

義務化されたかとの嘆きも聞く。一方で、大学に

よっては、教養教育の重要な柱の ６ つとして全学

的に展開する例もある。さらに、より根本的に「学

ぶ意欲」そのものから鍛え直す動きもある。多様

な位置づけと取り組みの現状が有るなか、各大学

の経験を知り、大学教育にふさわしいキャリア教

育のあり方を考える。

　また、多くの大学では、組織的に取り組む場合

の課題も抱える。科目の性格が従来の知識教育

の体系となじみにくいため、どの大学もカリキュラ

ム構成に苦労しているはずである。特に PBL 教

育や双方向授業の必要性など、教育内容だけでな

く、授業スタイル・手法にも大きな変革を迫られて

おり、この経験を共有することは意義深い。

　大学としてキャリア教育を体系的に組織化する

上で、教職員組織上の取り組みにも影響がある。

教務と就職・キャリアの仕切りなどは大学の中で

のキャリア教育の位置づけに関わる。誰がどのよ

うにこの教育に関わるのか、具体例を多く知るこ

とは大きな関心事であろう。

２．報告の概要
　こういった観点から、本分科会では中小規模大

学のカリキュラム改革の取り組み事例として京都学

園大学の事例、キャリア教育について大規模かつ

組織的取り組みを進めている事例として京都産業

大学の事例を最初に示す。また、キャリア教育の

前提となる「人間の活力創造」を、型にはまらな

い柔軟な組織運営から創出することに成功してき

た沖縄・名桜大学の取り組み事例を示す。最後に、

企業サイドからキャリア教育をどう捉えているかを

株式会社リアセックから報告する。

各報告者次の通りである。( 報告順 )

ｺｰﾃ ｨ゙ﾈｰﾀｰ 尾崎　タイヨ
京都学園大学
経済学部　教授

報告者 宮嶋　恒二
京都学園大学
就業力育成センター主査

報告者 鬼塚　哲郎
都産業大学
文化学部　教授

報告者 木村　堅一
名桜大学（公立、沖縄県）　
国際学群　教授

報告者 澤田　辰雄
株式会社　リアセック
キャリア教育推進グループ

２．１　京都学園大学の事例

（１）京都学園大学の教育改革の背景

　近年における文部科学行政の指針で主要なもの

は次の通りである。

・平成 ７５ 年 中教審答申（学士課程教育の構築）

・平成 ７７ 年 大学生の就業力育成支援事業

（『成長確認型人材「協育」プログラムの展開』が

採択された

・平成 ７８ 年 中教審答申（キャリア教育の在り方）

キャリア教育における学習状況の振り返りと、　　

教育活動の評価・改善の実施

・平成 ７4 年 文科省　大学改革実行プラン

激しく変化する社会における大学の機能の再構築

141 名

宮嶋　恒二　（京都学園大学 就業力育成センター 主査）

鬼塚　哲郎　（京都産業大学 文化学部 教授）

木村　堅一　（名桜大学 国際学群 教授）

澤田　辰雄　（株式会社リアセック キャリア教育推進グループ）

尾崎タイヨ　（京都学園大学 経済学部 教授）
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大学機能の再構築のための大学ガバナンスの充

実・強化

・平成 ７4 年 中教審答申（大学教育の質的転換）

体系的なカリキュラムの構築と実行

学習時間の実質的な増加・確保

組織的な教育（教育マネジメント）の重要性

教育活動の状況を発信する共通基盤の整備

　こういった動きに合わせ、学内の改革に取り組

んできた。特に平成 ７７ 年就業力育成支援事業は

大きな変化要因となった。

（２）就業力育成支援事業での改革の全体像

　京都学園大学では支援事業採択を契機として

大がかりな改革に取り組んだが、それは、カリキュ

ラム改革に止まらず、「大学の位置づけ・目的」の

再検討や組織の再編成も含むものとなった。事業

関連部分についての全体像を簡単に図示する。

①教育目標を「人間力の育成」と再確認した。

具体的な基礎力の概念として、コミュニケーショ

ン力、協働力、適応力、行動力、課題発見力、

論理的思考力と定義した。

②企業人材ニーズ調査では、大学が目指すとこ

ろの育成すべき基礎力と企業のニーズが一致し

た。特に、コミュニケーション力と行動力をま

ずは強化すべき点であると認識した。

（４）キャリア教育プログラムの体系化

①キャリアガイダンスの考え方

社会的職業的に自立を図るために必要な能力の

育成

②全学的・体系的・段階的教育改革の必要性

③「私の人生設計Ⅰ・Ⅱ」「スタートアップゼミ」

など新科目を全学必修科目として配置

④人間力測定

学生の成長度合いを可視化するため、6 つの基

礎力のセルフチェックを年間 ８ 回実施

（５）カリキュラムのマトリックス化

　各科目において育成する人間力（6 つの基礎力）

を分かりやすく「マトリックス」で表示した。

　マトリックスの策定には、ルーブリックを活用し、

本学 ６５ 名の教員へのインタービュー調査やプレ

調査に基を実施し、８５ 項目を決定。全教員、全

科目の約 ６１6５５ 科目に対してアンケートを実施し、

その結果をシラバス上に表示した。

（６）キャリアポートフォリオ導入

　大学内 Web システム上で、学生生活の目標・

計画、担当教員のアドバイス、自分の興味・関心

などを可視化するシステムを開発した。

（７）このプログラムを動かす実施体制は、下図の

とおりである。

　プログラム展開の前提として教育目標の確認と

新たな定義を全学的に行い、「人間力の育成」（6

つの基礎力 １ 上図中央部）を策定した。これに

基づき、次のプログラムを策定した。

　①人材ニーズ調査（6つの基礎力の検証）と人間　

　力定義

　②キャリア教育プログラムの体系化

　③カリキュラムのマトリックス化

　④キャリアポートフォリオの構築

　⑤企業リーグの結成によるインターンシップとそ　　

　の映像化

（３）人材ニーズ調査（6 つの基礎力の検証）と人

間力定義
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（８）今後の課題

　社会に求められている学士課程教育について、

教職員が現状を認識し、問題意識を共有する事

が重要であるが、まだまだ意識が希薄と思われ

る。教職員が教職協働で、自大学にとってのより

良い教育プログラムを真剣に議論し、作り上げる

事が重要であるが、実際には「学部の独自性」や

「学部主義」をうまく克服する事が難しい場合も

ある。教職員が汗をかき、教育プログラムを実践、

責任を十分に果たす必要がある。

２．２　京都産業大学の事例

京都産業大学はキャリア教育に関し多くの実績を

有している。その特徴を要約すると以下のように

なる。

・共通教育の一環と位置付け・・・学部横断・

集中型

＊ワン・キャンパスという立地と不可分

＊欧米モデル：専門教育の一環・・・労働市

場のあり方の違いを反映

・参加型授業運営・・・新任教員向けＦＤ的

側面

＊授業のコンテンツは受講生が産出

＊グループワーク中心の運営　⇔　ファシリ

テーション

・業者さんとの協働体制

＊スタッフとして活躍

キャリア教育の体系はかなり大がかりであるが、

今回は「キャリア教育体系化ワーキンググループ」

の活動に的を絞って報告する。

（１）ワーキンググループの背景

　キャリア教育に関する新規科目がさみだれ式に

立ち上がり、全体像が見えにくい状況が生まれて

いる。本学キャリア教育の全体像を学生にどう分

かりやすく提示するかが課題になってきた。

（２）構成

・キャリア科目を担当する専任・特任・非常勤

教員 Ｄ 名（うちキャリア教育プロパー ７ 名）

・キャリア科目を担当する専任職員 ８ 名

（３）現状

　それぞれの科目は明確な対象層、目的、到達

目標を持って運営されているが、科目群をカテゴ

リー化する際の用語が不統一なため、科目間の

関係や全体像が学生にとっても、運営側にとって

も分かりにくいものになっている。

例えば、このような疑問に、誰がどう答えるか？

・初年次春学期にポータル科目を履修し、キャ

リア教育的な環境の中で友人をつくりたいと

思ったＡさんが次に履修できる科目はどれか？

・８ 回生となり就職活動を間近に控えた B さん

が、社会人と接点が持てるような授業を取り

たいと思ったときに履修できる科目はどれか？

・確たる目的もないまま入学し、初年次で早く

も大学から足が遠のいたＣさんが、７ 回生に

なって「このままではダメだ！」と思い直し、

大学生活を一からやり直そうと思ったときに

履修できる科目はどれか？

また、一部の科目は想定した定員に満たな

い状態が続いている。このことは、科目が

想定する対象層に十分な情報提供が行われ

ていないことを示唆している。全学共通教育

機構、キャリア教育研究開発センターそれ

ぞれのプログラムが求められる。

（４）体系化ワーキンググループのタスク

本学キャリア教育の全体像を学生にどう提示するか

　　→　学生目線でキャリア教育パッケージ案を作成

①キャリア教育の位置づけ

②全６Ｄ 科目を幾つかの科目群に再編成し、それ

ぞれの科目群のカリキュラム･ポリシー案を作成

③全 ６Ｄ 科目の系統図案を作成　　　　

これらの体系を簡単に示したものが下の系統図

である。
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これに含まれる ８ 領域 5 科目群のカリキュラムポ

リシーは次の通りである。

このような見直しの結果、次のようなキャリア教

育のパッケージが策定された。

＊ＧＰによる事業拡大　→　聖域化　→教

　職員間の認知度低という傾向をどのように

　改革するか

２．３　名桜大学の事例

「先輩後輩コミュニティ構築に基づくキャリア教育

の実践例」という副題が示すとおり、名桜大学

の取り組みは、人の輪を作り学生が主体となって

活躍するシステム、「言語学習センター」「ウェル

ナビ」を出発点とし、就職活動支援ボランティア・

S２CUBE に到り、さらに進展しつつある過程を報

告する。人のつながりを重視した活動作りは注目

に値する。

（１）名桜大学における学生支援の必要性

　７５６６ 年度の就職状況はやや厳しい。当時 4

年次学生を対象に実施したアンケート（７５６６ 年

６５ 月、キャリア支援課実施）によると、就職を

希望する学生へ『就職採用試験に何回チャレンジ

したか』質問したのに対して、５ 回と回答した者

は ８５％、６ 回～ ８ 回と回答した者は 5５％であっ

た。学生に対して、キャリア意識を涵養すること

が特に求められた。

（２）名桜大学における学生支援プログラム

　大学経営のために、学部新設・改組、カリキュ

ラム改革、公立大学法人化も重要だが、入学生

が多様化する中、教育の質を担保するには、学

生支援体制の改革が本丸であり、７５５Ｃ 年以降、

入学から卒業までの学生支援プログラムの開発

が本格的に進んだ。

（３）「先輩後輩コミュニティ」に基づく学生支援

・７５５６ 年、国際的なチューター育成トレーニ

ングプログラム認証を受けた「言語学習セン

ター」設立。

・７５５Ｃ年、学生が中心となって新入生支援を行う

学生ボランティア団体「名桜ウェルナビ」を設立。

・７５５9 年、「言語学習センター」をモデルとし、数

理学習を支援する「数理学習センター」を設立。

・７５６５ 年、学生による就職活動支援を目的と

した学生ボランティア団体「S２CUBE」を設立。

名桜大学では、先輩学生が新入生を温かく

（５）来年度以降の課題

　①短期的課題

「コーオプ教育」という名称をどう提示する

か課題である。

＊「キャリア教育」との棲み分け　　　

＊提示の範囲や科目名の検討

例：インターンシップ ６ ～ 6 を分かりやす

　　く提示するには……

　②中・長期的課題

急速な事業拡大に伴う人事体制の構築が必

要である。

専門教育とどう関連づけて提示するか検討

が必要である。

キャリア教育プログラムの認知度をどう上げるか
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受け入れ、育て、後輩たちにつなげていく。こ

ういった学生による学生支援体制を構築し、

これからの地域コミュニティを支え、次世代

リーダーを育成する。それが、「先輩後輩コ

ミュニティ」である。

【先輩学生】

　教職員と連携しながら、入学から卒業まで後

輩学生を支援する。

　学生支援活動を通して自らの成長を目指す。

【教職員】

　先輩学生と後輩学生の関係づくりや学びあい

の場所づくりを行う。

システムは大きく「適応支援」「学習支援」「就職

支援」へと学年の発展段階に応じ重複しながら

展開される。この様子を図示したのが次の図「学

生支援プログラム」である。

　S２CUBE（エス・キューブ）は、７５６５ 年 ７ 月、

学生による学生のための就職活動を支援する目的

で立ち上がった学生ボランティア団体。７５６７ 年

６５ 月現在、メンバーは学群・学部の ７9 名（６ 年

次 6 名、７ 年次 Ｃ 名、８ 年次 9 名、4 年次 Ｃ 名）

が所属している。

　７５６７ 年度（4 ～ ６６月）の延べ利用者数は ７１８７6

名、相談件数は ６Ｃ5 件であった。

主な活動は、シフト制による訪問者への対応、名

桜生のための就職ガイドブックの編集と発行（年 ６

回）、月刊誌「S２TIMES」の編集と発行などがある。

また、学内のキャリアイベント、授業科目「キャリ

アデザイン」、「キャリア演習」等にゲストスピーカー

として出演、受講生に就職活動の助言をする等、

学生目線での学生によるキャリア支援を行う。

　また、学生リーダーズ会議が開催され、4 団

体のリーダーが机を囲み、情報共有と課題解決

に取り組む会議。毎月１回開催される。活動報

告だけでなく、各団体が直面している課題につ

いて情報共有し、どのように解決するべきなのか

アイディアを出し合う。例えば、新メンバーの募

集で人数が集まらない問題や、意欲のないメン

バーへの対応方法、SNS（Social Neがくoおking 

Seおvice）や Facebook 等の情報共有ツールの

利用法などが話題に上がる。

（４）課題

本学の学生支援に共通して存在する課題として、
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①参加加学生以外への波及効果の課題があ

る。学生支援を行っている学生の成長は著

しいものがあるが、他の学生への波及効果

が乏しい。

②学生支援が得意な特定の教員や職員への依

存度が高く、他の職員へのノウハウの継承

に不安が残る。

③学生の情報（例、所属、成績、進路・就職先）

が、学内の各部局に散在しており、学生支

援の評価を行うための労力が大きい。また、

効果を測定する大学独自の指標を開発しな

ければ、高価な調査を実施せねばならず、

プログラムの成否を判定できない。

④見える、つながる、ひろがる空間づくり。学

習支援系が「講義棟」、S２CUBE が「多目

的ホール」、ウェルナビが「本部棟」に設置

されており、学生コミュニティ間の連携が困

難な配置となっており、他の学生への波及

効果も出にくい。

　課題を解決するためのキーワードとして、

個人から集団の成果（協働）へ、モノ　か

らヒトへ、消費者から生産者へ、独占から

共有へをあげたい。

見える、つながる、ひろがるがコンセプトである。

（５）まとめ

　多様なニーズをもつ入学者を迎える大学では、

新入生の適応、基礎学力の担保、卒業に向けた

キャリア形成は、全学に共通した大きな課題である。

教職員だけでは解決困難なこの課題は、特に学

生募集状況が厳しく、教職員の業務量が増大し

続ける大学では、深刻だ。しかし、最も苦しい状

況に置かれるのは、その学生自身だ。4 年間で

確実に成長したい学生たちに、大学の厳しい状

況を理解してもらい、「先輩後輩コミュニティ」づ

くりの活動に参画してもらうことが、課題解決の

近道でもある。

　この活動に参画した学生にとっては、毎日が試

行錯誤と失敗の連続であり、真剣勝負の場とな

る。そのため、主体性、社会性、基礎学力の向

上といった成長を実感できる場となっている。副

産物ではあるが、これもキャリア教育の１つとい

える。

　一方、この「先輩後輩コミュニティ」づくりに参

加していない学生への波及効果がでる仕組みが

早急に必要といえる。大学の空間づくりをデザイ

ンし直すことは、有力な手段の一つといえる。そ

の仕組みづくりさえも、「先輩後輩コミュニティ」

づくりでは、教職員と学生が協働で行える範囲と

いえる。

２．４　企業社会から見たキャリア教育

（株）リアセックは多くの大学でキャリア教育を担っ

てきた。大学のニーズは様々であり、実施してき

たプログラムも多様であるが、企業サイドから見た

大学のキャリア教育の一般的な特徴と必要性を報

告する。

（１）産業界からの大学教育への要請

　産業界の環境変化は著しいものがあるが、特に

産業のサービス化に伴い、人と組織の関係が激変

した。

　　在庫調整　　　⇒　　株価重視主義　　　　　　　　　　　　　　　　

　　年功序列　　　⇒　　ミッション／成果主義

　　雇用調整　　　⇒　　リストラの恒常化

　　幹部候補　　　⇒　　コア人材

　　簡易業務　　　⇒　　アルバイト、派遣

　　人事組織　　　⇒　　人材ポートフォリオ

産業界からの要請としては多くの組織が提言して

いるが、代表的なものは経団連の「７６ 世紀を生き

抜く次世代育成のための提言」（７５５4 年 4 月）で

あろう。「産業界は以下の ８ つの力を備えた人材

を求めている。第 ６に「志と心」である。「志と心」

とは，社会の一員としての規範を備え，物事に使

命感をもって取り組むことのできる力である。第 ７

に「行動力」である。「行動力」とは，情報の収集や，

交渉，調整などを通じて困難を克服しながら目標

を達成する力である。第 ８ に「知力」である。「知力」

とは，深く物事を探求し考え抜く力である。」・・・

「現状では，新卒採用者の専門知識のレベルは低

下し，仕事を通じて社会に貢献しようという使命
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感，役割意識も希薄になっている。「志と心」，「行

動力」，「知力」ともに不足していると言わざるを得

ない。」・・・「このような時代を生き抜く上で，大

学在学中に，自分で目標を立て，その達成に向け

て継続的に課題に取り組む意欲を持続させ，試

行錯誤し取り組んだ体験を有することは，その後

の人生において大きな拠り所になる。大学がその

ような体験を得ることができる機関に生まれ変わ

ることを望みたい。」

（２）行政からの要請

　また、行政からの改革要請は次のようなものである。

（３）キャリア教育の特徴

　全ての大学でキャリア教育が重要な課題と認識

され、特にキャリアガイダンスの義務化以降は

正規科目としてカリキュラムを改訂する動きが

急速に進んでいる。その取り組みは多様である。

　実施されているキャリア教育の傾向を各大学

のシラバス（概要のみ；Web 閲覧）から眺める。

６5６ 大学 6Ｃ4 科目の科目概要から「要素」を見て

みると次のようになる。

　・能力 ８６Ｃ 件

　・コミュニケーション 99 件

　・グループワーク Ｃ５ 件

　・基礎力 6８ 件

　特徴をあげると、「能力開発」・「基礎力学習」

が多く見られる。キーワードとしては、「コミュニケー

ション」、「課題解決」、「社会人基礎力」などがあ

げられる。

また、特別なテーマとしては、次の頻度が高かった。

　・中国、

　・教職、

　・特定業界・企業、

　・プロジェクト、

　・クリエイティブ、

　・企業会計など

起業をテーマにした事例は極めて少なかった。

一方、学生サイドから見たキャリア教育の重要性に

関する意識は大学側とは異なっている。
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（３）「学生の主体的な学び」のためのキャリア教育

　各学習の段階で支援者（教員・職員）が形を

変えて個人に関与していく事が重要である。キャ

リア教育で主体的行動をいかに育成（サポート）

するが課題になる。

いくつかのキーワードを挙げると

　・支援者が個別に関与

　・仕組みやシステムで個別に関与

　・学生相互の関与を信頼する

こういった場の提供がキャリア教育の根幹であろう。

（４）これからのキャリア教育で必要な要素

　・能力開発を促進するための「羅針盤」

　 ・「個人への関与」が最大のインセンティブ

　・徹底した「準備と振り返り」の繰り返し

３．全体討議

4 報告が終わった後、これをもとに報告者とフロア

の間でディスカッションを行った。ディスカッション

は概ね、「キャリア教育の位置づけ・考え方」、「カ

リキュラムの作り方」、「大学内の組織をどう作るか」

といった概略の枠組みの中で行われた。

（１）キャリア教育のとらえ方

　どの大学もキャリア教育の必要性や、従来の

知識教育と社会で必要な能力とのギャップの拡大

に関する認識は共通しており、ほとんどの大学で

カリキュラムの改訂や、取り組み組織の見直しが

行われている。

　キャリア教育といっても、必ずしも企業人育成

をイメージしているとは限らない。むしろ一般的

教養の欠落を補う面がある。この意味では、一

般教養教育やゼネリックスキル教育との境界線を

引くことは難しい。

　偏差値で輪切りにされるような「学生の質」よ

りも、より一般的に、学生の「成熟度」や「学年

進行」の違いによってキャリア教育の意味内容や

課題が大きく異なると思われる。

　コミュニケーション能力の育成がどの局面でも

大きく取り上げられている。このためどの大学で

も双方向授業、体験型の授業の開拓が積極的に

行われている。直接的な企業研究やキャリアデ

ザインの場合もあるが、よりも基礎力的な人間力

の育成が強く意識されていることが多い。

　キャリア教育をより広範に捉え、基礎的な「意

欲を育てる」「自己肯定的な意識を育てる」こと

が活力ある学生生活、社会生活を築く上で大切

である。そのための第一歩として「集まる場」や

学生同士の「助け合いの場」をどう作るかが重要

である。

　さらに、「自発性をどのように育むか」が最も

重要な課題であるという認識も示された。

　これらの議論から明らかなことは、インターン

シップやキャリアデザインといったキャリア教育の

代表的なプログラムの他に、多くの大学では基礎

的な能力や人間力の育成といった基本部分にも

シームレスに注目しており、学生のレベルや発達

段階に応じた光の当て方によって、キャリア教育

のとらえ方が異なってくるという点であろう。

（２）カリキュラムの作り方

　ほとんどの大学では一般教育科目体系の中の一

つのサブ体系と位置づけられている。その中では、

特に PBL 授業、インターンシップ科目、その他

体験型科目の導入がほとんどの事例で見られた。

　専門教育との連携、８ 回生以上の教育課程で

のキャリア教育の体系はどの大学でも将来的な課

題である。一部の専門性の強い大学・学部（薬学

部、看護学部など）では、キャリア教育をむしろ

専門性重視の結果、ともすれば起こりがちな、社

会人としての「常識」の欠落を補うチャンネルと考

えるケースもあった。これは専門に対する教養とい

う従来の図式では見えなかった視点である。

　キャリア教育を広く捉え、現代的な教養教育
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の主要な内容と考える指摘もあったが、比較的少

数ではないかと思われる。従来の教養教育に代

わるものではなく、他に必要な社会的能力という

認識が一般的である。

　キャリア教育科目を必修科目化することには多く

の大学が踏み込んでおらず、ほとんどの場合、選

択科目である。必修への抵抗があるというよりも、

本来「自発性を生かす」という観点が強調された。

　全ての授業科目でキャリアを意識した内容や方

法が研究され、提供されるなら、結局のところ、

現今の「キャリア教育」はそもそも不要になると

いう指摘もあった。

　さらに、学部による温度差が大きく、全学的な

キャリア教育の導入などの取り組みが難しい場合

も見られる。

（３）組織をどう作るか

　多くの大学では就業力センターや、キャリア教

育センターなど従来の枠作りとは異なった組織を

作っている。キャリア教育が科目内容・教育方法

に関わるため、従来の教務と、就職課の流れを

引くキャリアセンターとの境界を扱う組織や運営

の工夫が必要となっている。

　いくつかの大学ではＧＰ獲得などによって、学

内組織を立ち上げる必要が出てくることが新組織

の背景になっている例が見られる。このため、新

しい組織が「特別な組織」とみられる場合もあり、

「あそこがやる」と他人任せの風潮を助長してしま

う弊害もある。

　大きな改革を伴い、しかも学部や従来の組織

を横断的にまたぐことが多いため、学長直属や

理事長直属のトップダウン組織になることがある。

従来のボトムアップ型の意思決定に慣れた学部や

教員の理解を得ることが難しい場合もある。学部

長などが必ず参画するなど、意思決定がスムース

に行われるよう、合意形成の仕組みを充分考え

る必要がある。

　組織的対応は一旦できあがると硬直的になっ

て、活力を失う可能性がある。「人が動かす組織」

であるから、意思疎通と柔軟な組織運営が必要

である。

　国公立大学ではキャリア教育の専門教員は内

部で手当する場合が多い。私学では外部の業者

委託や一般教育担当者が担う場合がある。いず

れも最も考慮すべきは、教職員も学生も含め、ファ

シリテータの不足、継承の難しさであろう。これ

を克服する仕掛けが必要である。

　学生目線が重要であり、その活力を生かす組

織作りが必要である。

７５６８ 年 ８ 月 ６9 日

（文責）

京都学園大学経済学部教授

尾崎タイヨ
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京都学園大学におけるキャリア教育の実践事例と今後の課題

京都学園大学 就業力育成センター 主査　　　宮嶋　恒二
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京都産業大学キャリア教育の現状と課題　ー体系化ワーキンググループの経験からー

京都産業大学 文化学部 教授　　　鬼塚　哲郎
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先輩後輩コミュニティ構築に基づくキャリア教育の実践例

名桜大学 国際学群 教授　　　木村　堅一
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キャリア教育の現状と課題

株式会社リアセック キャリア教育推進グループ　　　澤田　辰雄
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